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 正式には誰が言ったのか分かっていない

ようですが、「子供叱るな 来た道だもの 年

寄り笑うな 行く道だもの」という言葉があ

ります。とても知恵に富んだ言葉です。今

月は敬老の日があります。「国民の祝日に関

する法律」では、敬老の日について「多年に

わたり社会につくしてきた老人を敬愛し、

長寿を祝う。」ことが目的とされています。

これは、大切なことです。 

聖書ではお年寄りについて何と教えてい

るかと言いますと、次のようにあります。

「あなたは白髪の老人の前では起立し、老

人を敬い、またあなたの神を恐れなければ

ならない。」（レビ記19:32）聖書でも同じよ

うにお年寄りを敬うことの大切さを教えて

います。 

我が国では超高齢社会を迎えています。

これは、65歳以上の人口の割合が全人口の

21％を占めている社会のことを指します。

多くの方が介護に関わっていますし、これ

から親の介護を迎える方も多くいます。ま

た、当のお年寄りたちも様々な不安を抱え

ています。年金は減る一方ですし、子ども

に迷惑をかけたくないという思いから、子

どもに頼らずに生きていこうと思いつつも

一抹の不安を抱えて暮らしている方も多く

おられるのではないでしょうか。 

今月の聖書のことばには、そのような

様々な不安を抱えている、特にご高齢の方

への励ましになることばが記されています。

この聖書のことばの流れとしては、偶像の

神との対比があり、偶像の神は獣や家畜に

胎内にいたときから担がれ、生まれる前から運ばれた者よ。あな

たがたが年をとっても、わたしは同じようにする。あなたがたが白

髪になっても、わたしは背負う。わたしはそうしてきたのだ。わた

しは運ぶ。背負って救い出す。【イザヤ書 46章 3～4節】 

 



～集会案内～ 

〇日曜日：聖日礼拝 11:00～12:30   〇水曜日：聖書研究祈祷会 10:30～12:00 

教会学校 10:00～10:40（子どもから大人まで）     19:30～21:00 

〇毎月第 2火曜日：ユニケの会 10:30～12:00（子育てなどをしている方のための集い。） 

聖書に関する疑問等ございましたら、遠慮なくご連絡ください。また、当教会は、エホバの証人

やモルモン教、統一教会等とは一切関係のない、プロテスタントキリスト教会です。 

載せられて運ばれていくとあります。確か

に、偶像には足もありませんから、当時な

らば家畜によって運ばれなければ宮に安置

されることはできません。その対比の中で、

聖書の神は、イスラエルの民について「胎

内にいたときから担がれ、生まれる前から

運ばれた者よ。」と呼びかけます。そして、

「あなたがたが年をとっても、わたしは同

じようにする。あなたがたが白髪になって

も、わたしは背負う。わたしはそうしてき

たのだ。わたしは運ぶ。背負って救い出す。」

と言われます。これが、聖書が語る神の姿

です。神は背負ってくださる御方であり、

運んでくださる御方であり、背負って救い

出してくださる御方です。 

このような神に信頼するならば、私たち

が年老いた時にも希望があるのではないで

しょうか。私たちが一人で悩んで、苦しん

で、老後について光が見えないような状況

の中にあっても、神が背負ってくださり、

運んでくださると約束してくださっている

のです。この神は、全能の御方であり、全知

の御方であり、偏在の御方でもあります。

このような神が私たちを担い、運んでくだ

さることを覚える時、私たちの将来には希

望の光があります。ぜひ、この御方に望み

をおき、信頼をおいてください。この御方

と共に歩む時、老後は希望にあふれます。

そして最後には、天の御国にまでしっかり

と運んでくださいます。 

◆コラム 

甲子園大会は大阪桐蔭が春夏連覇して終わりま

した。100回の記念大会にふさわしく、熱戦が繰

り広げられ、メディアで取り上げられているよ

うに金足農業の躍進には感動を覚えました。大

阪桐蔭の連覇よりも、金足農業の方が多く取り

上げられていますが、やはり優勝した大阪桐蔭

をもっと取り上げるべきだと感じます。言って

も彼らは普通の高校生です。中学時代に日本代

表を経験した選手が多くいたとしても、精神的

にはもろい部分があります。その彼らが、春の

優勝に慢心することなく、夏も制したことは並

大抵のことではありません。一般的に春に良い

成績を残すと調子に乗ったり、一方で燃え尽き

てしまったりして夏は予選であっさり負けてし

まうケースがあるのですが、彼らはしっかりと

チームを作り、優勝したことは並大抵の努力で

はありません。様々な批判もあるようですが、

下馬評通り優勝することは本当に凄い事です。 


